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研究成果の概要（和文）：「組踊の系譜」のプロジェクトは、琉球・沖縄芸能の近世から現代に
至る通史的な大きなテーマである。２００４年に開場した「国立劇場おきなわ」の劇場の形態、
そして２１世紀以降に創作された２０作に及ぶ大城立裕氏の新作組踊まで視野に入れた研究に
なった。本研究の成果の一つは二回開催されたシンポジウムである。第一回「組踊から沖縄芝
居、そして《人類館》へ」（２０１２年２月８日）と第二回「《劇場と社会》－劇場に見る組踊
の系譜」（２０１２年３月１１日）の両シンポジウムは、組踊と能楽、其々に優れた研究者當間
一郎氏と天野文雄氏に基調講演をしていただき、民俗芸能、琉球舞踊、琉球音楽、シェイクス
ピアなどの研究者、国立劇場おきなわ芸術監督、沖縄芝居実験劇場代表等をパネラーとして招
聘し開催した。一方、大城氏の１０作の新作組踊上演は、朝薫が初めて冊封使に披露した１７
１９年から現在に至る「組踊」の系譜を逆照射することになり、本研究は当初の目的を超えた
発見をもたらした。 

 

研究成果の概要（英文）： The “Genealogy of Kumiudui” project spans a wide range, considering the 
history of Ryukyuan/Okinawan performing arts form the early 18th century to the present. The project 
also covers the National Theatre of Okinawa, which was built in 2004, and 20 Shinsaku Kumiudui by 
Oshiro Tatsuhiro. One significant result of this project was the organization of two symposiums, 
attended by several eminent scholars of Kumiudui, Noh, folk theatre, Ryukyu-dance, Ryukyu-music, and 
Shakespeare along with the art director of the ‘National Theatre of Okinawa’ and the director of ‘The 
Okinawan Drama Experimental Theatre’. Toma Ichiro and Amano Fumio gave the keynote address at 
each symposium. In addition, Oshiro’s ten Shinsaku kumiudui productions have revealed some 
retrospective insight on the genealogy of Kumiudui, which brought unprecedented enlightenment 
beyond the first aim of this project. 
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１．研究開始当初の背景 
 組踊の研究は近年かなり充実してきたと
言えよう。沖縄学の権威伊波普猷著『校正琉
球戯曲集』が１９２９年に出版されており、
戦前から戦後にかけて脚本研究は手堅い。組
踊が当初から口立てではなく戯曲として文
書化された影響が大きいと言えよう。池宮正
治著『琉球文学論』『沖縄芸能文学論』、當間
一郎著『組踊研究』『組踊写本の研究』、畠中
一郎著『組踊と大和芸能』、矢野輝雄著『沖
縄芸能史話』『組踊を聴く』、犬養公之著『玉
城朝薫の世界』、また板谷徹、池宮氏による
戌の御冠船の記録『冠船踊方日記』の翻刻が
なされ御冠船時代の組踊の詳細が論稿の中
でも取り上げられつつある。一方、組踊を母
胎にそのもどきとして誕生した沖縄芝居（琉
球史劇、琉球歌劇）の研究書は組踊のような
概論やテキスト研究は少なく、沖縄芝居論と
してもまだ上梓されていない現状である。矢
野輝雄著『沖縄芸能史話』の中に一部歌劇や
近代演劇としての芝居に関する新聞資料を
読み解いた背景が紹介されている。その他、
よく引用される真栄田勝郎著『琉球芝居物
語』は明治から大正期の沖縄芝居の状況が散
見できるが、通史としては不完全である。昨
今出版された大野道夫著『沖縄芝居とその周
辺』は、新聞資料を基に歌劇の通史に取り組
んでいるが、手法は池宮氏に類似する。また
大城學著『沖縄芸能史論』には組踊と共に芝
居脚本が紹介されている。他、『琉球芸能辞
典』は、沖縄芝居の概要や写真を含め脚本も
紹介している。 
 その他沖縄芝居役者によって書かれたの
は大宜味小太郎著『小太郎の語やびらうちな
あ芝居』、真喜志康忠著『沖縄芝居と共に』
がある。戦前から戦後にかけて活躍した名優
真境名由康の『真境名由康・人と作品』上・
下巻、また同じく名優渡嘉敷守良を特集した
『沖縄演劇の巨匠・渡嘉敷守良の世界』も発
行されている。個別の沖縄芝居劇団について
は稲垣真美著『女だけの「乙姫劇団」奮闘記』
などがある。主に口立てで創作され上演され
てきた沖縄芝居は、当初からテキストの刊行
が難しい中で現在にいたっている。それゆえ
に芝居映像（DVD）は一部業者によって販売
されているが、芝居テキストの出版が立ち遅
れている。昨今までインターネットで沖縄芝
居を閲覧できるサービスが沖縄県によって
提供されていたが、それが現在削除されてい
る。ウチナーグチ（沖縄語）で成り立つ組踊
や沖縄芝居が、沖縄アイデンティティーの中

軸にあることは無視できない。２００９年２
月１９日、ユネスコが琉球諸語は消滅の危険
性のある独立言語と認定した。危機言語に数
えられているウチナーグチだが、組踊から
脈々と流れている系譜を検証することによ
って琉球古語を含む朝薫五番から現代ウチ
ナー芝居『人類館』にいたる沖縄の集団的無
意識の集合性としての総合芸術・大衆芸術の
本質に迫ることができると考えた。 
 
２．研究の目的 
 ２００１年に日本演劇学会の大会で「組踊
の系譜－組踊から琉球歌劇へ－般若面の登
場」と題して研究発表した。すでに「道成寺」
との比較研究がなされている「執心鐘入」の
系譜として歌劇「恐ろしき一夜」、そして同
じく歌劇「菖蒲の由来」の比較検証をした。
それらの作品の構造の類似性や変容、違いを
通して実は明治以降の日本への同化の過程
がこれらの作品から如実にうかがえること
を明らかにした。それ以来組踊の系譜として
近代以降の沖縄芝居を掘り下げたいと考え
てきた。それは真喜康忠が戦後創作した「落
城」の中にも組踊「忠孝婦人」の糺の場面が
取り入れられている点からしても、琉球・沖
縄芸能史の中で滔々と流れている組踊の系
譜がどのように沖縄芝居の中に継承された
のか、すわなち、どのように近代の琉球語/
沖縄語口語芝居、琉球歌劇が誕生したのか、
またどのような影響関係や変遷が見られる
のか、それが主な研究目的である。一方で２
００４年に国立劇場おきなわが開場し、大城
立裕氏による新作組踊２０作品が上梓され
た。思いがけないことだが、新作組踊の上演
が朝薫五番から現在に至る沖縄演劇総体を
逆照射し、伝統と現代をあぶりだすことにな
った。１８世紀初頭から現在に至る沖縄の舞
台芸術の特性をまとめることを目標に据え
た。ただこれは膨大なテーマでその端緒につ
いたばかりである。 
 
３．研究の方法 
 ７０、８０代中心の「琉球歌劇保存会」の
保持者や沖縄芝居関係者のインタビューを
録音録画し、また毎年母の日や敬老の日を中
心に上演される沖縄芝居公演の録画、インタ
ビューを実施した。また沖縄芝居テキストや
DVD の収集をして作品分析に取り組んだ。一
方で大城立裕氏の新作組踊を取材、録画し、
観客アンケートを実施した。沖縄、名古屋、
LA の舞台の比較検証は人間国宝の地謡や立



役、演出家へのインタビューも試みた。「新
作組踊」は、１７１９年に組踊が舞台化され
て以来この間の沖縄演劇の集大成として捉
えることが可能だと考え、全ての大城新作組
踊を観劇し批評すると共に、関係者のインタ
ビューを続けた。観客反応の比較検証は一つ
の方法である。組踊の系譜としての沖縄芝居
の誕生や展開には大和から沖縄に輸入され
た歌舞伎や壮士芝居や新派もまた丁寧に検
証し、沖縄の実際の舞台と比較検証しなけれ
ばならないが今回はそれには取り組めなか
った。近代の歴史書を読み解く中で、沖縄内
部で新聞社を筆頭に沖縄の誇りをかけた知
的戦略が組踊上演や沖縄芝居誕生の背景に
あったことがわかった。伊波普猷、東恩納寛
淳、大田朝敷が１９０３年の「人類館事件」
以降、沖縄人の誇りを取り戻す知的仕掛けを
し、琉球語の誇りを語り、組踊への関心を向
けさせたことが大きなインパクトになって
いることが新聞からも読み取れた。表象が政
治・経済・文化の大きな潮流の中にきらめく
花としてあることの事例を資料は示してい
る。集団的民族の無意識、意識の夢としての
演劇や芸能を見据える時、当時の社会全体の
位相を見る必要がある事例である。これらの
自らの歴史の根の捉え返しの文化潮流、さら
に組踊の系譜としての琉球史劇や琉球歌劇
への歴史的背景の掘り下げとテキスト分析
に取り組んだ。この過程で劇場の系譜、変遷
に取り組んだ。ちょうど御冠船踊りの復元舞
台の再現が２０１１年５月１５日に実施さ
れ、現在の四間四方の張り出し舞台などの問
題が課題として浮かんできた。「国立劇場お
きなわ」の日本や沖縄社会との関係性におけ
る劇場の問題提起だと捉え、マメにゲネプロ
も見るようにした。２０１０年に組踊がユネ
スコの世界無形文化財として登録されるこ
とになったことが組踊の様式への掘り下げ
を後押しすることになったのは確かだろう。
加えて『冠船踊方日記』などから新たな知見
を得た復元舞台が四間四方の屋根付きの張
り出し舞台で再現されたのである。従来の額
縁舞台と異なる舞台空間に馴染めない身体
と所作があり、しかしそこに立体的なリズム
感が起こっているのも確かである。試行錯誤
する『組踊』の公演だが、新作組踊の舞台化
が、従来の組踊の様式の掘り下げを促した形
になっているのが現状である。詞章の研究、
その掘り下げ、また演技・所作様式の変容も
たどることができた。しかしそれは今後もっ
と掘り下げられるべき課題である。 
 
４．研究成果 
 この研究が通史的な大きなプロジェクト
だったということに思い至る。本課題の成果
は、『組踊に見る劇場の系譜』（２０１２年３
月１１日）と「組踊の系譜―組踊から沖縄芝

居、そして『人類館』へ」（２０１２年２月
８日）の各テーマで沖縄県立博物館・美術館
でシンポジウムを開催したことだと言えよ
う。２０１１年５月、「国立劇場おきなわ」
で上演された御冠船踊の世界、戌の御冠船の
上演台本に基づく復活公演は、四間四方の張
り出し舞台で、三方から観客が舞台を見る形
態にはなっていなかった。北表、南表、橋掛
かりという出入りと立体性の面白さは目を
見はったが、資料に見える三間四方ではない。
解説を読んでも納得のいかない張り出し舞
台を導入したことが気になった。それで翌月
日本大学芸術学部で開催された日本演劇学
会で「劇場に見る組踊の系譜」のテーマで研
究発表した。それを契機にさらに沖縄で「劇
場と社会」のテーマで専門家の先生方を招聘
し、５時間に及ぶシンポジウムを開催した。
基調講演は日本における能楽研究の第一人
者、演劇学会会長の天野文雄氏である。２つ
のシンポジウムの概要は冊子にまとめた。 
 思いがけないことに国際学会で３回大城
立裕氏の舞台芸術作品について発表するこ
とになった。２０１０年、ミュンへンで開催
された IFTR/FIRT：Cultures and Modernity
の大会テーマを基に「さらば福州琉球館」を
取り上げた。ディアスポラ的で流動性をもっ
た脱清人の生き方を現代に照らしてみた。大
城作品が中国の福建省で上演された国際的
な舞台公演で、中国人役者とのコラボレーシ
ョンがなされたことを含め、アジアを取り込
んだ斬新さが、近代の琉球をとりまくグロー
バルな地平を浮かび上がらせた。二重言語性
の琉球・沖縄の表象のありようが沖縄芝居に
も踏襲されていることも意義深い。また大城
氏の新作組踊が伝統芸能を含め沖縄の舞台
芸術全般を再活性化させていることは確か
で、大阪大で開催された IFTR 国際学会でそ
のことを論じた。さらに早稲田大学で開催さ
れた「復帰４０年沖縄国際シンポジウム《こ
れまでの沖縄学これからの沖縄学》」（２０１
２年２月２９日－３１日）でアメリカ、日本、
沖縄の研究者４人のパネルで 
 
Shinsaku-kumiudui:Theatrical 
Intersections Okinawan/Japanese Identity 
Construction 
 
のテーマで２時間のシンポジウムを構成し、
司会・発表をした。参加者はJohn D.Swain, 鈴
木雅恵、そして Wesley Ueunten である。 
 この発表のユニークさはアメリカの視点と
日本の能やシェイクスピア能、そしてジェン
ダーの視点から組踊や新作組踊が捉えかえ
されたところにある。Interperformative の
演劇概念が新作組踊にも網羅される論であ
ることは確かであろう。その意味において新
作組踊についてのフォーカスは沖縄の芸能



史の弁証法的統合の現在としての位置づけ
になると言えよう。その点、当初の予定から
すこしずれたが新作組踊を対象化すること
によって、より開かれた演劇概念を取り込む
ことができた。沖縄の伝統演劇と現代演劇双
方に普遍的な演劇概念が適応できる。 
 

Interperformativity, Multicultural 
aspects, Cross-cultural/Intercultural 
approach の観点から今後の研究はもっと深
められていくと考える。 
 

具体的な「組踊の系譜」としての「沖縄芝
居」の検証は、作品テキストは歌劇を含め追
跡できた。その一部を論稿にまとめた。しか
し組踊から琉球史劇への系譜は資料収集に
とどまった。例えば「忠孝婦人」から森山薫
作「大川仇討」、大城立裕作「春秋大川城」
そして真喜志康忠作「落城」まで今後その系
譜をまとめる予定である。 
 三年間に実施したアンケートやインタビ
ューなどのまとめは今後の課題として残さ
れた。また「人類館」は、研究代表者が１９
８２年、英語に翻訳されたテキストを使って
アメリカで演出した作品ゆえに思い入れは
深いが、シンポジウムで「人類館」の研究者
を招聘することができなかった。今後の展望
として「沖縄演劇論」をまとめたいと考えて
いるが、戦後沖縄演劇を見据える時「人類館」
は中軸にあり続ける。 
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